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１．はじめに 
近年、社会のソフトウェアに要求する機能の高度化

により、ソフトウェア開発は大規模化、複雑化してい

る。そのため企業では、プロジェクトを成功させるた

めにソフトウェア開発に関する知識や経験のある人材

を求めている。しかしそのような人材は決して多くな

い。このため本研究では、大学でのソフトウェア開発

演習によって、ソフトウェア開発の知識を身につけた、

できる限り高度な人材の育成を目指す。 
本学では、実社会で行われている開発工程に沿って

ソフトウェア開発を行い、開発に必要なスキルを習得

させるための演習が行われている。この演習で学生は、

自身のスキルが身につくことを期待している。しかし

教授者は、プログラミングやモデリングといったテク

ニカルスキルだけではなく、コミュニケーションやス

ケジュール管理といったヒューマンスキルも身につけ

させたいと考えている。この両者が求めていることを

達成するための理想的な方法として、学生の期待する

スキルを身につけさせるために、①各学生の能力に合

わせた 1対 1の指導を行う。また、実践的なソフトウ
ェア開発に近い演習を行うために、②プロジェクト形

式で演習を行う。この２つが挙げられる。 
しかし、①の方法は、教授者側の TA（Teaching 

Assistant）の人数、授業時間といった限られたリソ
ースで行うことは物理的に不可能であり、②の方法も、

表 1のようなプロジェクト形式の問題があるため、ど
ちらの方法も実現には何らかの支援が必要である。 

 
表1 プロジェクト演習形式の問題点 

１ プロジェクトのメンバ全員による話し合いの場が持てない。 
２ メンバ間のコミュニケーションロスが発生する。 
３ 何もしない学習者が出てしまう可能性がある。 
４ 教授者が各プロジェクトの進捗状況を把握しにくい。 
５ プロジェクト内での成果物の共有が難しい。 
６ 教授者が学習者から大量に出される報告書や成果物の管理を
行うのが難しい。 

７ 学習者が提出した成果物に対する教授者のコメントを学習者
がすぐに確認できない。 
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そこで我々は②のプロジェクト形式での演習の問題 
点を解決するために、演習の授業方法を変更すること

と、演習を支援するシステムを作成することの 2つを
検討した。しかし、演習方法の変更には演習を担当す

る教授者の考え方や承認が必要なため困難であること

から、本研究は演習を支援するシステムを作成するこ

ととした。 
２．研究目的 
前章で述べた通り、本研究は学生の満足度を高める、

質の高いソフトウェア開発演習を提供することを目的

とする。そのため、表 1に挙げた問題点を解決するた
めの機能を実装した、ソフトウェア開発演習の支援を

行うためのシステム(EtUDE: Environment for 
Ultimate software Development Exercise)を開発
し、提供する。また、実際にプロジェクト形式でのソ

フトウェア開発演習で EtUDE を運用し、得られた
データを基に EtUDE の有効性を評価すると共に機
能の利用状況などの分析を行い、評価方法を考察する。 
３．実験（演習） 
我々は、これまでに 2回の実験を行った。実験の内
容は以下の通りである。 

 予備実験 
東京学芸大学との共同実験を、東京学芸大学櫨山

研究室と本学古宮研究室の学部生、計 16 名を対象
に実施した。この実験は、学習者と教授者が行うプ

ロジェクト演習の一連の流れを観察することによっ

て、表１の問題点を解決するためには、EtUDE に
どのような機能が必要かを検討する。 
演習課題：オンライン図書購入システムの開発 
演習システム：Waltz 

 本実験 
本学の授業の高度情報演習で、３年生 60 名程度
を対象として実施した。この実験では、我々が開発

したシステムを運用し、システムの有効性や質の高

い良い演習が行えたかどうかなどを評価するための

分析データを収集した。 
演習課題：会議室予約システムの開発 
演習システム：EtUDE 
各実験（演習）では課題の要求分析、設計、開発、

納品(最終成果物の提出)までを行い、実際のソフトウ
ェア開発の工程を実践させる。そして、その過程で作

られる成果物を提出させる。なお、我々にとって演習

は実験という位置付けであるが、あくまで被験者の利

益を考えることを第一目標とする。 
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４．システム（EtUDE）の概要 
EtUDE は、プロジェクト演習形式の問題点を解決
するために、教授者を支援することによって、間接的

に学習者に対して、より質の高い良い演習を行うため

のシステムである。図 1 は EtUDE のサブシステム
構成図である。機能の詳細については以下に示す。 
実装機能 

 掲示板機能 ： グループ掲示板や質問掲示板を利
用して、学生や教授者・TA がコミュニケーショ
ンを補完する。 

 掲示板メッセージ通知機能 ： 掲示板にメッセー
ジが投稿されると対象者にその旨をメールで通知

する。 
 学生毎のログ取得機能 ： 教授者が各学習者の学
習状況を測るためのログを取得する。 

 成果物などの管理機能 ： 報告書・成果物・ソー
スコードをシステム内で管理し、それらをプロジ

ェクト内で共有できるようにする。 
 バージョン管理機能 ： 成果物などの提出時間や
バージョン管理をシステムで自動化することによ

って、過去のものと最新のものとの比較を容易に

する。 
追加予定機能（一部） 

 報告書のテンプレート機能： 進捗報告書などの
テンプレートを用意し、報告書の作成や定期的な

提出を容易にする。 
 バグトラッカー機能 ： バグ情報を共有すること
で、それぞれのバグの対処を容易にする。 

 インスペクション機能 ： 学生によって提出され
た成果物に対する返答を、教授者や TAが素早く
返すことができるようにする。 

 
図1 EtUDEのサブシステム構成図 

 
５．本実験の分析・評価・考察 
我々は本実験を実施し、システムから得られたデー

タや、学生へのアンケートの結果を基に分析を行い、

EtUDE の有効性やプロジェクト演習形式の有効性に
ついて評価した。ここではアンケートによる分析結果

の一部を示し、考察する。アンケートの総回答数は

41であった。 
図２、図３は共に EtUDE の有効性を評価するた

機能の使いやすさの分析結果
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モジュール作成機能

ファイルのバージョン管理機能

a:操作説明が不用なほどとても使いやすかった

b:操作に慣れれば使いやすかった

c:操作に慣れても使いにくかった

d:操作に慣れず使いにくかった  
図２ 機能の使いやすさの分析結果 

機能を利用したことによる作業効率の分析結果
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a:演習中無くてはならないほど便利だった

b:機能を利用した方が便利だが、無くても大きく不便を感じなかった

c:機能を利用しても作業効率は変わらなかった

d:機能を利用して作業効率が下がった  
図３ 機能を利用したことによる作業効率の分析結果 
 
めの分析結果である。ファイルアップロード機能の使

いやすさの評価に比べて作業効率の評価が高いのは、

ファイルアップロード機能は有効な機能であるが、今

回の最低限の実装だけでは機能のメリットを十分に引

き出すことができなかったためと考えられる。また、

掲示板機能の使いやすさの評価に比べて作業効率の評

価が低いのは、演習期間中にサーバのトラブルにより

使用不能となったためと考えられる。 
６．まとめ 

EtUDE プロジェクトは未だ始まったばかりである。
本実験で学生から寄せられたアンケートに、EtUDE
に対する要望が多く挙げられていたことからも分かる

ように、本システムは多くの課題を残している。 
EtUDE はこれからもより有効性の高いシステムを
目指し、ユーザから寄せられた意見や分析の結果を基

に改良を重ね、学生や教授者にとって質の高い良い演

習を行うための支援を続けることを目標とする。 
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